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研究成果の概要（和文）：不正咬合の発症に、妊娠期ならびに小児期の社会・環境要因がどのように影響してい
るのか、および不正咬合が心身の健康状態に与える影響を明らかにすることを目的に、山梨県甲州市の出生コホ
ート「甲州市母子保健縦断調査」の思春期調査の追加調査として、甲州市立中学校5校に在籍する全生徒の実態
調査を行った。 
結果として、一般集団を対象にした縦断調査において、母親の喫煙習慣とその子どもの永久歯の欠損の発症との
関連を明らかにした。これらの結果は、母親の喫煙が子どもの永久歯欠損に与える影響のメカニズムを解明する
ための基礎的資料である。

研究成果の概要（英文）：To clarify the effects of social and environmental factors during pregnancy 
and childhood on the onset of malocclusion and the influence of malocclusion on physical and mental 
health, we conducted a survey of all students (age, 12-15 years) enrolled in every junior high 
school (schools N = 5) in Koshu City. Koshu City is the field study area for Project Koshu, an 
ongoing prospective birth cohort study.
As a result, a longitudinal population-based study revealed an association between maternal smoking 
habits and the development of permanent tooth defects in their children. These results provide 
fundamental data for elucidating the mechanisms by which maternal smoking influences permanent tooth
 loss in children.

研究分野： 矯正歯科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究にて明らかとなった不正咬合の発症要因、および不正咬合が健康状態に与える影響は、今後の不正咬合の
予防・治療の政策を立案する上で重要な論理的基盤となり、結果として子どもの健康状態を改善することが可能
となる。さらに本研究は自治体が主体で行っているため、学校や社会への還元が行いやすい環境にある。よっ
て、不正咬合の予防政策の立案及び実施のモデルとなる可能性が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年日本では不正咬合の割合が増加している。その要因として、高齢出産の増加による低出生体重児の増加など

が報告されているように、妊娠期の母体や幼小児期の子どもをとりまく環境の変化が影響している可能性が考え

られる。平成 23 年より環境省により 10 万人規模の出生コホート(子どもの健康と環境に関する全国調査)が始まっ

たことからも、疾患発症のリスク要因を明らかにするうえでコホート研究の重要性が高まっているといえる。し

かしながら日本において永久歯列の不正咬合に関する大規模な出生コホート研究は認められず、不正咬合の発症

予防のための、説得力のある予防政策を打ち出せないでいるのが現状である。また、不正咬合は身体および精神

面の健康状態に影響を与えるといわれている。しかしながら、思春期の一般集団を対象として、不正咬合を有す

る者の健康状態への影響を検討した報告はほとんど認められない。そのため、日本においては、不正咬合が子ど

もの健康状態にどのような影響を与えているのかについて説明する論理的基盤が不足している。  

 

２．研究の目的 

日本において永久歯列完成期の不正咬合の発症率が 46%と非常に高いことが明らかにされた。その要因として、

妊娠期の母体や幼小児期の子どもをとりまく環境の変化が影響している可能性が考えられているが、不正咬合の

発症に関しての胎児期からの成因メカニズムは明らかになっていない。また、思春期の不正咬合による心身の健

康状態への長期的な影響についても縦断的に研究されたものは認められない。そこで出生コホート研究により一

般集団における大規模な実態調査を通して、妊娠期の母体や幼小児期の子どもをとりまく環境が思春期の顎顔面

形態に影響を与える要因を明らかにし、さらに顎顔面形態が健康状態へ与える長期的な影響を検討することを目

的とした。 

 

３．研究の方法 

本研究は日本において 20 年以上継続して行われている数少ない大規模な出生コホート研究「甲州市母子保健縦断

調査」の追加調査として、山梨県甲州市の全中学生を対象として行われている。評価項目は以下の項目である。 

1. 妊娠期の母体の環境が思春期の子どもの顎顔面形態に与える影響について評価する(1)不正咬合の実態調

査;Index of Orthodontic Treatment Need を用いて評価する。(2)妊娠期及び小児期の社会・環境要因のデータとリンケ

ージを行い、不正咬合の発症要因に関して疫学的手法を用いて解析する。  

2. 顎顔面形態が思春期の子どもの健康状態に与える影響について、健康状態の評価、抑うつ傾向、頭痛及び口腔

関連 QoL を質問紙を用いて調査し、不正咬合の形態・機能的な問題点及び審美・社会的問題点が思春期の子ども

の身体及び精神の健康状態に与える影響について疫学的手法を用いて解析する。さらに実態調査を行った集団を

成人期まで追跡調査することにより、思春期の不正咬合が成人期の健康状態に与える影響を評価する。 

3. 日本人の思春期における顎顔面軟組織形態に関するデータベースの構築を行い、研究代表者等により、既に得

られているモンゴル人の顎顔面軟組織形態の三次元データと比較検討を行い、同一人種であるが異なる社会的要

因・生活環境等が顎顔面形態へ与える影響について評価する。 

 

４．研究成果 

1. 妊娠届出時から追跡可能であった 1,052 人のうち、欠損歯を有している子どもは 38 人（4.9%）であった。ま

た、妊娠中に喫煙していた母親は 46 人（6.0%）であった。妊娠中の母親の喫煙習慣は、出産時年齢が若い母

親の方が有意に多かった。永久歯欠損に関連する母親の環境要因の解析では、母親の妊娠初期の 1 日 6 本以

上の喫煙は、妊娠中に喫煙しなかった母親と比較して、その子どもの永久歯欠損の発症の有意なリスクとなっ

ていた。（オッズ比：3.47、95%信頼区間：1.14–10.56）共変量を調整した後、母親の妊娠初期の 1 日 6 本以上



の喫煙習慣は有意に関連したままであった。（調整後オッズ比：4.59、95%信頼区間：1.07–19.67）さらに統計

学的に有意ではないが、母親の妊娠初期の 1 日 1-5 本の喫煙習慣は、その子どもの永久歯欠損の発症リスクが

上昇する傾向も示した。（調整後オッズ比 2.80、95%信頼区間：0.52-15.06）さらに妊娠中の母親の喫煙本数と

永久歯欠損の発症は、用量反応関係を示した。（調整後 p 値 = 0.024）。本研究は一般集団を対象に、かつ縦断

調査において、母親の喫煙習慣とその子どもの永久歯の欠損の発症との関連を明らかにした最初の報告であ

る。 

2. 本研究対象の日本人中学生の不正咬合の発症率は 56.3%であった。不正咬合と口腔関連 QoL の関連性につい

て、CPQ の合計点において有意な関連性が認められた (不正咬合有／無：10.83 点／10.37 点、P=0.02)。ま

た、CPQ の各 4 項目のうち、口腔内症状 (不正咬合有／無：3.06 点／2.84 点、P=0.009) 、社会面への影響 

(不正咬合有／無：2.49 点／2.38 点、P=0.046)との間に有意な関連性が認められた。さらに、男女別に分けて

検討したところ、女子において、不正咬合と口腔内症状 (不正咬合有／無：3.14 点／2.8 点、P=0.01) および

社会面への影響 (不正咬合有／無：2.58 点／2.32 点、P=0.001) との間に有意な関連性が認められた。本研究

結果は、不正咬合を有するものにおいて口腔関連 QoL の低下との関連性が認められるという結果を得ること

ができた。 

3. モンゴル国ウランバートル市の 2 つの公立学校に通う児童（7～16 歳）を対象に、(1)不正咬合と学業成績の関

連性及び(2)母親の妊娠中の喫煙と歯根形態異常（Short root anomaly: SRA）の関連性について検討を行った。

(1)共変量で調整したところ，叢生は総合的な学業成績と有意な関連（係数：-0.19，95％ CI：-0.35～-0.03 ）

を示した。その他の不正咬合は学業成績と関連しなかった．6 教科のうち、芸術（係数：-0.20、95％CI：-0.36

～-0.04）と体育（係数：-0.24、95％CI：-0.42～-0.07）は叢生と有意に関連した。叢生を伴う児童は、特に芸術

や体育の授業で学業成績が低下傾向となる可能性が示唆された。以上より、本研究結果は、モンゴル国におい

て不正咬合が社会学的に与える影響を示唆する重要な一知見と考えられる。 

(2)母親の妊娠中からの喫煙は、妊娠中から現在で喫煙しなかった場合と比較して、その子どもの SRA 発症を

有意に高めていた（オッズ: 4.68、95％信頼区間：1.72－12.72）。また、共変量で調整した後も有意に高い結果

となっていた（調整後オッズ:4.95、95％信頼区間：1.65－14.79）。以上より、本研究結果はモンゴル人におい

て妊娠中の母親の喫煙および受動喫煙の曝露が、その子どもの歯根形成に影響を与える可能性が示唆された。  
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